
様式第３号（記載例）

企業・団体名 北陸電気工事株式会社
代表者名   代表取締役社⻑ ⽮野 茂

 富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１ 取組み期間     令和４年４⽉１⽇〜令和５年３⽉３１⽇

２ 取組みの実施状況

№

記

富山県SDGs宣言実施状況報告書

2023年4月25日

3

【目標】
生産性向上のための人材の確保・育成

【実施状況】
・第60回技能五輪全国大会「情報ネットワーク施工の部」において、同部門にエントリーした当社の選手全員が、
金賞、銀賞、敢闘賞を受賞しました。
・繁忙期の現場に対し、速やかにサポートができるよう、現場サポート体制を構築しました。
・新しい研修制度として、「女性活躍推進研修」「中途採用者研修（会社理解と早期活躍推進のため）」を実施しま
した。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
電気の安定供給と安心安全な設備の提供

【実施状況】
・2022年10月、12月と連続で、Ｍ＆Ａにより子会社２社を取得しました。これらの会社と、シナジー効果創出を図
り、北陸電気工事グループ一体となって、お客さまや地域の皆さまからの期待に応えていきます。
・従来まで、施工できる工事が電気のみであった東京支店及び大阪支店において、管工事の建設業許可を取得
しました。これにより、電気工事と管工事を一体で受注・施工できるようになり、首都圏のお客さまにも、より積極
的に安心安全な設備提供を進めていきます。
・第70回電設工業展で開催された第61回製品コンクールにおいて、当社が開発した「まるごとＡＲメジャーアプリ」
が、一般社団法人日本電設工業協会 奨励賞を受賞しました。

2

【目標】
低炭素社会実現に向けた提案活動の拡大

【実施状況】
・脱炭素社会に向けて、ＬＥＤ照明による省エネ提案などのリニューアル提案を実施し、約50％の採用実績を得
ました。また、成功事例発表会を開催し社内の水平展開を行い、手法や戦略の共有を図りました。
・福井県大野市の清滝川流域における当社初となる小水力発電所（「木本小水力発電所：発電所出力660kW」）
が完成し、2023年4月から営業運転を開始しました。
・インドネシア共和国において、当社初となる海外事業である「太陽光発電設備のリース事業」参入に向けた合
弁事業契約を締結しました。2023年４月には、当該合弁契約に基づく海外子会社を設立しており、同国での再生
可能エネルギー政策の実現に向けた支援を実施していきます。


